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身
以
上
の
士
か
ら
役
長
柄
を
出
し
、
先
陣
な
る
役
筒
一
ォ
-
-
ノ
キ
バ

4
ヒ
ム
ロ
ノ
ツ
イ
タ
チ
一
祭
儀
で
、
議
四
月
・
八
月
の
一
日
ハ
今
は
五
周
・
九
周
〉
一
と
思
は
れ
る
。

弓
の
次
に
飾
り
、
侍
大
将
も
そ
の
管
に
長
柄
を
立
て
一
氷
室
の
朔
目
。
一
一
宮
の
賀
郡
で
提
網
を
曳
き
、
そ
の
泌
た
魚
を
奉
一
オ
ハ
ナ
バ
タ
ケ
御
花
畠
白
山
々
中
に
は
朗
々

た
o
こ
れ
は
軍
陣
の
威
を
添
へ
る
鰐
の
袋
飾
で
、
寅
一
オ
Z

ノ
ネ
ヤ
ジ
マ
鬼
寝
屋
島
今
昔
物
訴
に
能
一
る
。
天
正
十
一
一
年
九
月
朔
日
前
間
利
家
が
貨
を
備
へ
一
に
御
花
畠
が
あ
る
。
御
花
自
は
必
ず
し
も
高
山
草
本

用
に
供
す
る
問
的
で
な
い
か
ら
、
長
柄
持
は
雑
人
で
一
奇
凶
鬼
渡
屋
島
訴
が
あ
る
。
能
脅
の
海
中
に
鬼
縫
屋
一
る
た
め
猿
結
一
般
の
諸
役
を
泡
じ
た
文
書
が
あ
る
。
一
帯
の
特
殊
匝
域
を
指
す
の
で
は
な
〈
、
単
に
幾
分
の

あ
る
と
寵
さ
れ
て
ゐ
る
。
一
島
が
あ
っ
て
、
そ
の
地
飽
を
産
す
る
こ
と
甚
だ
多
〈
、
一
ォ
=
ヤ
鬼
屋
風
京
都
櫛
胎
院
に
臨
す
る
部
務
三
平
坦
地
で
花
丹
草
本
を
混
生
l
て
ゐ
る
腕
を
い
ふ
の

オ
ナ
ガ
Z

ヨ
モ
ノ
御
長
柄
小
者
務
侯
の
行
列
十
恰
も
剥
践
の
石
礁
に
似
て
開
た
。
是
を
以
て
光
島
の
一
貨
永
元
年
部
方
同
来
欝
に
、
こ
の
村
領
い
た
ぢ
に
穏
一
で
あ
る
o
そ
の
尾
添
口
景
勝
に
在
る
も
の
は
、
千
家
守

に
、
長
柄
の
鎗
を
持
つ
小
者
で
、
車
に
御
畏
柄
と
も
、
一
浦
人
彼
の
島
に
赴
き
、
之
主
拠
て
凶
司
に
献
ず
る
を
一
跡
か
ら
惣
持
寺
閉
山
築
山
に
家
出
し
た
こ
わ
し
う
ど
一
鼻
の
紹
峨
・
を
管
っ
た
腕
に
あ
り
、
市
J

瀬
抱
由
香
道
で

長
柄
御
小
人
と
も
い
ζ
J
た
。
十
ご
蹄
御
定
書
の
高
治
一
常
と
し
た
。
叉
鬼
縫
鹿
島
か
ら
逮
〈
洋
巾
に
獄
島
浩
一
と
い
ふ
消
水
が
存
す
る
と
あ
る
。
一
は
畜
生
谷
の
峡
遣
を
殺
り
椛
く
し
た
所
か
ら
一
泊
.
色
ヶ

ご
一
年
六
周
一
捌
揚
の
定
書
に
、
『
長
柄
御
小
入
者
、
定
休
一
あ
る
が
、
こ
れ
は
人
の
行
〈
腕
で
な
い
。
際
原
泊
宗
一
オ
ハ
グ
ロ
オ
ヤ
御
歯
周
懇
親
能
殺
に
於
い
て
女
一
滋
・
粥
陀
ヶ
原
の
聞
に
あ
る
。
叉
砂
防
新
道
で
は
上
飯

田
之
外
不
義
銀
一
日
六
分
宛
取
立
、
過
上
有
之
者
に
一
は
嘗
て
能
脅
守
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
任
終
ら
ん
と
す
一
子
熔
期
に
近
づ
く
昨
は
、
そ
の
信
頼
す
る
綿
入
を
懇
一
場
の
上
で
、
著
し
き
瀦
木
都
な
く
早
〈
も
御
花
畠
に

は
鑓
褒
英
一
日
に
一
匁
ご
分
宛
被
下
。
』
と
見
え
、
叉
一
る
年
、
浦
入
札
官
使
役
し
、
強
ひ
て
腿
鬼
路
鹿
島
に
航
一
み
て
御
歯
黒
親
と
し
、
御
繭
黒
子
た
る
も
の
と
の
間
一
入
り
、
別
山
の
御
花
畠
は
猿
の
つ
ら
と
ぜ
ん
に
う
塚

間
三
一
年
四
E
H
Y
六
日
付
御
算
用
語
の
建
に
は
、
領
内
一
し
て
飽
を
採
ら
し
め
た
が
、
浦
人
警
遂
に
そ
の
苛
酷
一
に
物
品
を
贈
答
す
る
風
が
あ
っ
た
。
印
ち
女
子
の
成
一
と
の
聞
の
瀦
木
帯
で
あ
る
。

百
姓
の
家
数
に
胎
例
L
て
長
柄
御
小
人
三
百
人
を
徴
一
に
携
ヘ
ず
、
相
率
ゐ
て
越
後
に
逝
れ
た
と
。
鬼
践
屋
一
人
式
で
あ
る
が
、
資
際
儲
脅
迫
し
腐
を
剃
る
こ
と
は
、
一
オ
ハ
ナ
バ
タ
ケ
御
花
畠
石
川
郡
高
尾
・
御
供

殻

し

た

こ

と

が

見

え

る

。

一

島

は

今

の

七

J
崎
で
、
滋
島
は
帥
魚
島
で
あ
る
。
党
一
結
納
し
て
子
女
荷
風
中
げ
た
後
に
之
を
行
う
た
。
一
間
・
畝
聞
及
び
金
棒
野
町
二
一
丁
目
に
御
花
街
と
い
ふ

オ
ナ
切
ゴ
テ
ン
御
成
御
殿
町
悶
綱
紀
の
と
き
一
島
の
浦
は
同
じ
文
中
に
光
の
捕
と
も
縛
せ
ら
れ
、
現
一
オ
ハ
ダ
ケ
御
畠
江
泊
郡
能
悲
鳴
に
毘
す
る
矢
一
地
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
を
一
向
一
授
時
代
の
金
禅
御

持
軍
台
臨
の
矯
一
特
に
本
郷
邸
内
に
建
築
し
た
も
の
。
一
に
光
捕
が
あ
る
。
一
間
野
新
川
九
ャ
村
、
即
ち
商
泉
・
大
野
・
側
一
野
・
原
凶
・
一
坊
の
御
花
畑
の
あ
っ
た
地
と
す
る
設
も
あ
る
が
信
ず

元
機
十
五
年
二
周
囲
自
衛
始
を
行
ひ
、
四
足
十
一
日
一
オ
Z

パ
ス
鬼
趨
古
跡
考
に
、
石
川
部
直
江
の
一
申
・
小
島
・
納
野
・
病
予
・
宮
川
の
総
務
で
あ
る
。
明
治
一
る
に
足
ら
ぬ
。

竣
成
し
て
制
育
は
同
居
廿
六
日
駕
を
在
げ
た
。
之
に
一
ふ
ご
と
い
ふ
水
捕
に
、
鎚
腕
の
胞
か
ら
初
め
て
鬼
建
一
以
後
こ
れ
ら
や
・
凡
ぺ
て
矢
川
野
と
縛
す
る
。
一
オ
ハ
ヤ
シ
御
林
山
林
中
滞
有
の
も
の
や
・
御
林

要
し
た
費
用
敏
十
嵐
雨
、
普
請
奉
行
三
員
を
命
じ
、
一
が
生
ひ
出
て
繁
茂
し
た
と
あ
る
o
鬼
怒
は
裂
に
廷
闘
一
オ
ハ
ナ
シ
シ
ユ
ウ
御
地
衆
特
に
人
を
擦
ん
で
一
と
講
ず
る
。
能
管
で
は
寛
文
中
七
尾
城
祉
・
米
袋
域

総
督
は
凶
老
前
問
実
作
守
孝
行
之
に
笛
り
、
総
地
積
一
の
入
江
に
存
す
る
が
、
往
時
は
河
北
潟
縁
に
も
っ
と
一
務
侯
の
諮
倖
と
し
た
も
の
そ
い
ふ
。
拾
諜
名
言
起
に
、
一
祉
及
び
各
村
の
論
地
に
な
っ
て
ゐ
る
も
の
等
十
五
ヶ

八
千
坪
、
建
坪
三
千
坪
、
棟
撤
回
十
八
、
宏
枇
奨
盤
、
一
一
蹟
〈
繁
殖
し
て
屑
た
と
思
は
れ
る
。
直
江
村
の
罰
事
一
『
中
納
言
利
常
卿
御
家
督
御
奔
領
被
齢
以
来
、
御
鴫
~
所
を
擦
ん
で
鍛
留
御
林
と
構
し
、
殺
木
の
伐
採
は
勿

絶
え
て
均
類
を
見
ず
、
老
申
以
下
衆
検
せ
る
も
の
事
一
は
、
湖
水
か
ら
離
れ
た
水
制
で
あ
る
録
珍
し
か
っ
た
一
衆
と
て
有
之
。
滋
侮
る
分
欝
付
申
に
、
諸
問
道
句
・
今
論
、
下
草
稿
校
と
い
へ
ど
も
探
取
を
禁
じ
た
の
が
そ

げ
て
嘆
賞
し
た
と
云
ふ
。
翌
十
六
年
十
一
周
サ
九
日
一
の
で
あ
ら
う
。
一
枝
宗
仁
・
法
務
法
印
・
石
黒
米
女
・
丸
毛
道
和
・
恒
川
竹
一
の
詰
簡
で
あ
る
o
元
締
七
年
夏
に
新
御
林
を
股
定
す

災
に
催
っ
て
全
部
焼
亡
し
た
。
一
オ
-
-
へ
マ
ツ
日
御
艶
祭
石
川
端
の
白
山
均
時
一
仁
・
腐
橋
一
驚
・
高
川
隆
安
・
篠
屋
宗
永
・
中
村
久
越
・
一
る
に
及
ん
で
前
者
を
役
古
御
林
と
帯
し
た
。
後
又
各

ォ
=
ガ
ハ
鬼
川
金
・
揮
の
市
内
を
流
れ
、
五
枚
一
一
抑
駐
で
は
、
古
〈
加
賀
の
七
捕
か
ら
魚
介
海
務
を
献
一
佐
々
木
遊
休
、
盲
に
は
虎
搾
・
松
坂
・
臨
島
・
小
林
去
一
村
敏
ヶ
所
の
民
有
林
を
選
ん
で
縦
務
有
林
と
な
し
、

町
大
野
曜
か
ら
陣
川
の
水
を
遁
じ
た
も
の
O

金
海
域
一
る
儀
が
あ
っ
た
。
白
山
本
宮
前
職
次
第
に
、
『
=
一
保
院
一
々
0
』

と

あ

る

。

一

質

問

府

頃

か

ら

そ

れ

を

字

附

御

林

と

呼

ん

だ

。

平

和

一

元

普
請
の
時
、
宮
腰
か
ら
用
木
等
を
此
の
川
に
引
入
れ

鬼
の
矛


